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HTV-R は どん な 未来 を 


連 ぶ の か 


SUZUKI Yusuke 
宇宙 ステ ーション 回 収 機 
研究 開発 室 室長 


TV 技術 実証 機 で は 、 バー が 散逸 する 前 に 次 の 開発 テー め る “ギャ ッ プ フィ ラー" の 材料 スク が 顕在 化す る こと の な いよ 
賠 手探り の 部 分 も あり 、 。 マ を 立ち 上 げ 、 技 術 を 継承 し て い の 検討 な ども 行っ て いま す 。 う 、 技 術 的 な 実現 性 を し っ か り 検 
想定 し て いな い 異 常 も く こ と が と て も や 重要 だ と 考え ま 「 こ う の と り 」| 3 号機 に 搭載 さ 討 し 、 予 算 が 付け ば すぐ に 走り 出 
あり まし た 。 異常 と いっ て も 、 ス す 。 回収 機 能 付加 型 HTV こ と れ て いた :-Ball (本 誌 20P 参 照 ) せる 状態 に 近づけ て いこ うと し て 


ラス タ の 温度 が 上 が り 気 味 だ と か 
GPS 受信 機 の 挙動 が ちょ っ と 不 
安定 と か 、 ご く ご く 小 さ な 兆 候 で 
す 。 そ れ を 見 逃さ ず ト ラブ ル に 発 


「HTV-R] の 研究 は 、 そ うし た 考 

え の も と 進め られ て いま す 。 
「HTV-R] は 現在 の HTV の 与 

圧 モ ジュ ー ル を 帰還 カプ セル に 置 


で 得 ら れ た デー タ を 解析 し 、 今 後 
も 同種 の デー タ 収 集 を 続け て いく 
こと は 、 再 突入 の 際 の 誘導 制御 を 
より 安全 に 正確 に 行う こと に つ な 


いま す 。 日 本 独自 の 往還 機 の 実現 
は 、 そ の 先 に 広がる 有人 宇宙 船 の 
構想 を さら に 引き 寄せ て くれ ま 
す 。 皆 さん の 理解 と 支援 を お 願い 


展 させ な いよ う 、 運 用 チー ム は き き 換え た も の を 1 つの 案 と し て 考 が り ま す 。 ま た 定点 誘導 の 精度 が し た いと 思い ます 。( 缶 ) 
ちん と 対処 で きた 。 訓練 の 賜物 だ えて いま す 。ISS か ら の 離脱 後に 上 が れ ば 、 回 収 の た め の 船 舶 の 運 

と 思い ます 。 今回 の 3 号機 で も 、 帰還 カプ セル は 分 離さ れ 、 大 気 圏 航 の 制約 が 減り 、 安 全面 は も ちろ 

国産 化し た スラ スタ は 完璧 で し の 再 突入 一 高 精度 な 揚力 飛行 制御 ん コス ト 低 減 に も つなが り ます 。 

た 。 最後 の 離脱 の と ころ で は 、 と 定点 誘導 パラ シュ ー ト で の 降 そし て その 先 に 見 えて くる の 2 テージ 


HTV 自身 が 危険 を 察知 し 、 自 動 
的 に ISS か ら 遠 ざさ か る 「 自 動 ア 
ボー ト 機 能 ] まで 図ら ず も 飛行 実 
証 で きた 。 計算 どおり 動く も の だ 
な と 改め て 感心 し まし た 。 3 回 の 
連続 成功 で 信頼 性 は 十 二 分 に 実証 
で き 、 本 腰 を 入れ て 次 世代 機 の 話 
が で きま す 。 

将来 を 見 据え 、 日 本 に と っ て 必 
須 と な る 技術 が 、 軌 道上 か ら 帰 還 


下 ー 洋 上 か ら の 機体 回 収 と いう シ 
ナリ オ で す 。 

カプ セル に つい て は スケ ー ル モ 
デル を 用 いた 各種 風洞 試験 や コン 
ピュ ー タ シミ ュ レ ーション を 使っ 
た 解析 に 着手 し て お り 、 解 析 精 度 
を 上 げ る た め の 研 究 を 続け て いま 
す 。 ま た 鍵 と な る 熱 防護 材 に つい 
て は 複数 メー カー か ら 供 試体 の 提 
供 を 受け 、 ア ー ク 加熱 風洞 を 使っ 


が 、 有 人 宇宙 船 で す 。 

HTV の 与 圧 モジ ュー ル 置 換 タ 
イプ (左上 画像 ) の 他 、 帰 還 カ プ 
セル の み を HH- II A ロ ケッ ト で 打ち 
上 げ る と いう 案 の 検 討 る 始め まし 
た 。 フ ェアリング は 不要 で 、 ISS 
と の 結合 部 の み を 保護 カバ ー で 牧 
いま す 。 有 人 仕様 と な れ ば この 部 
分 に アボ ー ト タワ ー (緊急 脱出 品 
ケッ ト ) を 取り 付け る と いう も の 


マネ ーー ヨ の ・ の の 串 一 


ペーーーー 直径 4.2m 一 一 を 


「 内 部 に は ちょ うど 4 畳 半 ぐ らい の 空間 が 
と れ そ う で す 。 ソユーズ 宇宙 船 よ りか な り 


し 物資 を 回 収 す る 技術 で す 。 た 面 熱 試験 や 、 面 熱 材 の パネ ル で で す 。 現状 の HTV-R は 研究 段階 広く 、 ス ペー ス X 社 の ドラ ゴン 宇宙 船 よ り 
HTV を 開発 ・ 運 用 し て きた メン 大 面積 を 覆う 際 に 生じ る 隙間 を 埋 で す 。 開発 に 入っ て か ら 新た な リ ちょ っ と 広い 。 き っ と 内 牌 で す より ( 鈴 未 氏 ) 


誌面 で 紹介 し きれ な か っ た 画像 を 「JAXA's 十 (ジャ クサ スプ ラス ) 」 ウ ェ ブ サイ ト で 公開 中 。 併 せ て お 楽し みく だ さい 。… http://Wwww.jaxa.jp/pr/jaxas/index_j.html 
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減少 する 北極 海 の 海 水 


ーー「 し ずく 」 の 状況 を 聞か せ て くだ さい 。 

堀 「 し ずく ] は 2012 年 5 月 18 日 に 打ち 上 げ ら れ 、7 
月 3 日 に 初 画像 を 取得 し まし た 。 ま だ デー タ の 校正 検 
証 期間 で す が 、 毎 日 、 全 球 の 観測 を 継続 し て いま す 。 
ーー「 し ずく 」 の デー タ で 今 一 番 注目 され て いる の は 、 
や は り 北 極 海 の 海水 で し ょ う ね 。 

堀 そう で すね 。NASA の Aqua 衛星 に 搭載 され て い 
た AMSR-E が 10 年 近く 観測 し て いた の で す が 、 昨 年 
10 月 に 残念 な が ら 観 測 停止 状態 に な り ま し た 。「 し ず 
く 」 の AMSR2 の デー タ は 、 待 ち に 待っ た も の だ っ た の 
で す 。 7 月 に 観測 が 始ま る と 、 既 に 北極 海 の 氷 に 隙間 が 
空い て いる 状態 が 目立っ て 見 えま し た 。 い つも に 比べ 
て 早い の で は な いか と 思っ て いる うち に 、 ど ん どん 海 
氷 面積 が 減っ て いき 、8 月 に 入る と 過去 に 前 例 の な い ほ 
どの スピ ー ド で 減り 始め まし た 。 そ し て つい に 、 過 去 
最小 の 面積 に な っ て し まっ た 。 

ーー それ が 8 月 25 日 の 発表 に な っ た わけ で すね 。 それ 
以降 も 海水 面積 は 減り 続け ……。 

堀 結局 、9 月 16 日 に 349 万 km を 記録 し まし た 。 こ れ 
が 観測 史上 、 海 氷 面積 の 最小 記録 に た なり まし た 。 

ー 一 7 月 の 段階 で 、 氷 の 隙間 が 見 えて いた と の こと で す 
が 、「 し ずく 」 の 解像度 は どの くら い の も の で すか 。 
堀 周波 数 に よっ て 異な り ま す が 、 海 水 を 見 る チャ ン 
ネル で 10 一 20km 前 後 の 分 解 能 に な る か と 思い ます 。 
AMSR-E に 比べ て 2 割 ほど 細か く な っ て いま す 。 

ー 一 氷 が 、 い わ ゆ る 多年 水 と いう 何 年 も 凍っ て いた も 
の な の か 、 そ れ と も その 年 に で きた 薄い 一 年 水 な の か 
と いう 区 別 は 、「 し ずく 」 で 分 か る も の な の で し ょ うか 。 
堀 氷 の 表面 が 溶け きる 前 の 春の 画像 だ と よく 分 か り 
ます 。 今年 の 春 は デー タ が あり ませ ん で し た が 、 昨年 ま 
で の AMSR-E の 画像 で 見 る と 、 一 年 氷 と 多年 水 は 電 波 
の 出し や すさ が 異な っ て いて 、 古 い 氷 ほど 暗く 見 えま 
す 。 そ れ を 見 る と 2003 年 、 04 年 ご ろ は か な り 広 い 男 囲 
が 多年 水 で 覆 わ れ て いま し た が 、 観 測 史 上 最小 面積 を 記 
録 し た 07 年 の ころ に 急激 に 減り まし た 。 そ の 後 、 多 少 
回 復 し た よう に 見 えた の で す が 、 今年 の 春の 状態 を 他 の 
衛星 デー タ で 見 る と 、 北 極 海 の 半分 は 薄 水 で 覆 わ れ て い 
まし た 。 で すか ら 、 注 目 すべ き は 夏 だ け で な く 、 冬 に い 
か な る 状況 が 進行 し て いる か を ちゃ ん と 見 る こと で す 。 
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地球 観測 研究 セン ター 


| し ずく 」 が 捉え た 地球 の 今 


北極 海 の 海水 面積 が 観測 史上 最小 に 
今年 の 北極 海水 は 観測 史上 初め て 400 万 kt を 下回り 、349 万 ki に 。 これ まで 
最小 だ っ た 2007 年 9 月 の 425 万 km から 


本 列島 2 つ 分 も 小さ く な っ た 。 


左 :1980 年 代 の 9 月 最小 時 期 
の 平均 的 分 布 (米国 衛星 搭載 
マイ クロ 波 セ ン サ の 解析 結果 ) 

右 :2012 年 9 月 16 日 「 し ずく <] 
/AMSR2 (検証 中 ) 
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北半球 の 海水 面積 の 季節 変動 (2012 年 8 月 24 日 現在 )。 面積 値 は 421 万 
kW で 、2007 年 9 月 24 日 に 記録 され た 衛 量 観測 史上 最小 面積 425 万 kW を 1 カ 
月 も 早く 更新 し た 。 


Jul 


Aug 


世界 の 研究 者 が 「 し ずく 」 の 観測 に 期待 


ーー 北極 海 の 水 が 減っ て いく の を 見 て どの よう に 感 
じ ま す か 。 

堀 個人 的 に は 、 地 球 の 環境 が 激変 し て いる の で は な 
いか と いう 危機 感 を 感じ ます 。 な ぜ 減 っ て いる の か 、 
簡単 に は 答え は 出 な いと 思い ます が 、 北極 圏 の 平均 気 
温 は 過去 30 年 間 直 線 的 に 上 昇 し て いる ん で すね 。 で す 
か ら 、 海 の 温度 が 熱 を た め て いる 状態 な の か も し れ ま 
せん 。 こ うし た 状態 が 今後 どう な っ て いく の か を 知る 
こと に 、 地 球 観測 衛星 の 役割 が ある と 思い ます 。 

ー 一 今年 の 夏 に 何 か 特 別 な こと が 起こ っ て いた の で 
し ょ うか が 。 

堀 北極 圏 を 強い 低 気 圧 が 通る こと が 多かっ た の で 
す 。 氷 の 密接 度 が 低く な っ て いる と ころ に 、 反 時 計 回 
り 渦 の 風 が 吹き 、 そ の 風 の 影 響 で 水 が 散 ら さ れ た の で 
は な いか と 考え て いま す 。 

ーー「 し ずく 」 は グリ ー ン ラン ド の 氷 床 に つい て も 、 大 
発見 を し まし た ね 。 

堀 これ も 観測 を 開始 し て すぐ の こと だ っ た の で す 
が 、 グ リー ン ラ ンド を 見 て みる と 、 氷 床 の 全域 の 表面 
が 溶け た 状態 に な っ て いた 。 氷 床 の 周辺 部 が 溶け る の 
は これ まで 観測 され て いま す が 、 氷 床 の 内 陸 部 まで 表 
面 が 濡れ た 状態 に な っ た の は 、AMSR-E の 時 代 を 含 
め て 、 初 め て 捉え られ た 現象 で す 。 た だ し 、 こ れ は 7 
月 12 日 前 後 の 2 日 間 の こと で 、 そ の 後 、14 日 ご ろ に 
は 、 再び 表面 が 凍っ た 領域 が 広がっ て いき まし た 。 
ーー「 し ずく 」 は 観測 開始 早々 素晴らし い 成 果 を 上 げ 
て いま すね 。 デ ー タ を 研究 者 が 利用 で きる よう に な る 
の は 、 い つ ご ろか ら で し ょ うか 。 

堀 来年 の 5 月 に は 枝 正 検証 が 終わ り 、 研 究 者 の 方 々 
に 広く 使っ て いた だ ける よう に な る と 思い ます 。 
ーー「 し ずく 」 は 全球 を 観測 し 、 氷 だ け で な く 土 壌 水 
分 や 海水 面 温度 な どる 観測 し て いま す 。 解像度 も 高 
い の で 、 世 界 中 の 研究 者 が 期待 し て いる で し ょ う ね 。 
堀 日 本 の マイ クロ 波 セ ン サ の 技術 は 世界 最 先端 で 
す 。 気候 変動 を 見 る に は 、 長 期間 の デー タ が 必要 で す 。 
AMSR-E で これ まで 10 年 間 観測 し て きた デー タ と 、 
「 し ずく 」 の AMSR2 で これ か ら 蓄 積 し て いく デー タ 
は 、 世 界 の 標準 デー タ に な っ て いく と 思い ます 。 


グリ ー ン ラン ド 電 
氷 床 表面 が 全面 融解 ヽ 
2012 年 7 月 12 日 に グリ ー ン ラン ド 氷 床 表 
面 の ほぼ 全域 の 輝度 温度 の 上 昇 を 所 えた 。 
高い 輝度 温度 は 氷 床 表面 が 湿っ て いる 状態 
(融解 領域 ) と 考え られ 、 通常 は 夏季 に お い 
て も 表面 が 凍結 し て いる グリ ー ン ラン ド 氷 床 

の 内 陸 部 まで 、 融解 領域 が 広がっ た 可能 

が 高い と 考え られ る 。 
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系 統 で 、ITRON を 小型 化し た リア ァ ル タイ ム OS の 仕様 。「 マ イク ロア イト ロン 」 と 読む 。 


メモ リ や CPU パワ ー と いっ た シス テム の リソー ス 管 理 や ハー ドウ ェ ア と の 通信 管理 を 担う 。 
※2 ITRON 東京 大 学 坂 村 教授 に よる TRON プ ロジ ェクト の 工業 向け 仕様 で ある 


※1 カー ネル OS の 中 核 を なす ソフ トウ ェ ア コ ン ポ ー ネ ン ト を カー ネル と いう 。 
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右 : 現 在 の 能代 ロケ ッ ト 実 験 場 。 特別 公開 に は 
子ども た ち も 大 勢 訪れ た 。 後ろ に 見 える 大 気 燃焼 
試験 棟 の 上 部 は 今年 度 中 に 取り 壊さ れる こと に 
な っ て いる 。 

左 : リ ニュ ー ア ルオ ー プ ン し た 能代 市 子ども 館 の 
宇宙 館 。M-3SII ロ ケッ ト の 尾 要 筒 を は じ め 、 
構造 試験 や 左 焼 試験 に 用 いら れ た 実物 が 整然 と 
展示 され て いる 。 能代 市 子ども 館 で は 、 開 館 に 先 
立っ て 行わ れ た ロケ ッ ト 関 係 者 に よる デモ 解説 
を ビデ オ に 収め 、 職 員 の 研修 を 行っ て いる 


秋田 県 と ロケ ッ ト 開 発 


大 勢 の 夢 と 希望 を 乗せ て 内 光 と 旭 音 と と も に 宇宙 に 
旅立つ ロケ ッ ト 。 派手 に 見 える 世界 で す が 、 その 開発 そ 
の も の は 地道 な 作業 の 積み 重ね で す 。 

この ロケ ッ ト 開 発 に お いて 、 秋田 県 は 特別 な 位置 付け 
に あり ます 。 そもそも 日 本 で 初め て ロケ ッ ト が 発射 され た 
の は 道 川 海岸 に 設置 され て いた 東京 大 学 秋田 ロケ ッ ト 
実験 場 。 国分 寺 で 行わ れ た ペン シル ロケ ッ ト の 水平 試 
射 実 験 の わずか 4 カ月 後 、1955 年 8 月 の こと で し た 。 続 
く 国 際 地 球 観測 年 を 機 に 、 秋 田 ロ ケッ ト 実 験 場 で 次 々 に 
行わ れ た 観測 ロケ ッ ト の 打ち 上 げ を 通じ て 、 ロケ ッ ト の 打 
ち 上 ば げ 性 能 を 次 第 に 高め て いき まし た 。 

62 年 5 月 の K-8 型 ロケ ッ ト 10 号 機 の 事故 に 伴っ て 東 
京 大 学 は 秋田 ロケ ッ ト 実 験 場 か ら 撤退 する こと と な り まし 
た が 、 同 年 10 月 か ら 後 を 継い だ 能代 ロケ ッ ト 実 験 場 で は 、 
固体 ロケ ッ ト や エア ー タ ー ボ ラム ジェ ッ ト (ATR ) エン ジ 
ン の 開発 な ど 、 宇 宙 科 学 関連 の 各種 の 基礎 的 な 試験 が 
重ね られ て きま し た 。 また 、 三菱 重工 業 の 田代 試験 場 で 
も 、 昌 -IA ロ ケッ ト の メイ ン エ ンジ ン で ある LE-7A を は じ 
め 、 各 種 の 液体 ロケ ッ ト エ ンジ ン の 試験 が 進め られ て いま 
す 。 また 、 最近 で は 秋田 大 学 な ど を 中 心 と する 能代 宇宙 
イベ ント 協議 会 の 主催 で 「 能 代 宇 宙 イ ベン ト 」 が 開催 さ 
れ て お り 、 高 校生 や 大 学生 ら に よる ハイ ブリ ッ ド ロケ ッ ト 
や モデ ル ロ ケ ッ ト の 飛翔 実験 や 告 サッ ト 競技 な ども 行わ 
れ て いま す 。 

この よう に 、 内 之 浦 や 種子 島 な ど 鹿 児島 県 内 に ある 射 
場 が ロケ ッ ト に と っ て の 晴れ 舞台 だ と し た ら 、 秋田 県 内 の 
試験 施設 は ロケ ッ ト 開 発 の 地道 な 作業 が 進め られ る 研 
償 の 場 だ と いう わけ で す 。 


開設 50 周 年 を 記念 し 大 規模 イベ ント 


この よう に し て 日 本 の 宇宙 科学 研究 を 支え て きた 能 
代 ロ ケッ ト 実 験 場 が 、 今 年 の 10 月 で 開設 50 年 を 迎え ま 
し た 。 これ に あわ せ て 9 月 8 日 と 9 日 に は 、 能 代 ロ ケッ ト 


則 月 設 当時 の 能代 ロケ ッ 
MA ト 実験 場 。L735 の 地 
守 上 燃焼 試験 が 行わ れ た 


実験 場 開設 50 周 年 記念 事業 の 一 環 と し て 「 銀 河 フ ェ ス 
ティ バル in 能代 」 が 開催 され まし た 。 昨年 の 「 は や ぶさ 」 
帰還 カプ セル 特別 展示 で 行っ た の と 同様 に 、 能 代 ロ ケッ 
ト 実 験 場 だ け で な く 市 内 の 関連 施設 と 連携 し て の 大 規 
模 な イベ ント と な り ま し た 。 

沿岸 部 に ある 能代 ロケ ッ ト 実 験 場 で は 開所 50 周 年 式 
典 と 特別 公開 、 そ し て 東北 電力 の 能代 エナ ジア ム パ ー ク 
で は 月 惑星 ロー バー の デモ ンス トレ ーション や 映画 上 
映 な ど が 行わ れ 、 市 内 中 心 部 に ある 能代 市 文化 会 館 で は 
記念 シン ポジ ウム 、 そ し て 能代 市 子ども 館 で は リニュ ー 
アル オー プン と セレ モニ ー が 人 行わ れ 、 多 数 の 地元 客 で に 
ぎわ いま し た 。 

能代 市 子ども 館 の リニュ ー ア ルオ ー プ ン は 、 開 館 25 周 
年 を 機 に 2 階 部 分 を 宇宙 館 に 改装 する も の で 、 JAXA の 
全面 協力 の も と 、 相 模 原 キ ャ ン パ ス の 構造 機能 試験 棟 に 
保管 され て いた 名 機 M-3SI ロ ケッ ト の 尾 筒 や 接 手 な 
どの 構造 試験 モデ ル や 、89 年 に 打ち 上 げ ら れ て 以来 、 今 
だ に 現役 で 活躍 中 の オー ロラ 観測 衛星 「 あ け ぼ の 」 の 構 
造 試験 モデ ル な ど 、 他 に は な い 実 物 を 中 心 と し た 展示 が 
出来 上 が り ま し た 。 

9 月 8 日 の 晩 に は 東北 地方 の お 祭り が 能代 に 集結 する 
「 お な ご り フ ェ ス ティ バル in 能代 2012」 も 市 の 中 心 部 
で 開催 され 、 青 森 ね ぶた 、 能 代 七 夕 、 秋 田 竿 燈 、 盛 岡 さ ん 
さ 、 仙 台 す ず め 踊り な ど が 一 堂 に 会 し て 、 さ な が ら 夏 祭 
り の ヒッ トメ ドレ ー の 様相 を 呈し て いま し た 。 前 座 と し 
て JAXA の 職員 も 、 “は や ぶさ クン " や 宇宙 飛行 士 に 失 し 
た り 、 キ バ 提 灯 や 横断 幕 を 持っ た り し て 、 観 客 の 前 を 練 
り 歩 きま し た 。 


「 バ パス ケッ ト の まち 」 か ら 「 ロ ケッ ト の まち 」 へ 


翌 9 日 に 行わ れ た 記念 式典 の 際 に は 、 能 代 市 と JAXA 
宇宙 科学 研究 所 の 間 で 宇宙 科学 の 教育 普及 な ど に 関す 
る 連携 協力 の 覚書 が 交わ され 、50 年 間 続け て きた 観測 ロ 
ケッ ト 協 力 会 の 枠組 み を 教育 普及 分 野 に も 拡大 し て 、 今 
後 さ ら に 連携 を 深め て いく こと に な り ま し た 。 

能代 工業 高校 バス ケッ ト ボ ー ル 部 の 活躍 で 全国 に 名 
を 馳せ た 「 バ スケ ッ ト の まち 能代 」 は 、 能 代 ロ ケッ ト 実 
験 場 の 開設 50 周 年 を 機 に 、 「 ロ ケッ ト の まち 能代 」 と し 
て も さら に 名 を 馳せ る こと に な る は ず で す 。 世界 遺産 
に 指定 され た 白神 山地 を 望む 能代 に ぜひ 足 を お 運び く 
だ さい 。 
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SAKAMOTO Seiichi 
宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広報 ・ 
普及 主幹 。 専門 は 電波 天文 学 、 星 問 
物理 学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し た 広報 


普及 活動 を は じ め 、 


ケッ ト 射 場 周 


辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 「 た 
い が い の こと ] に 挑戦 中 。 写真 は 能 
代 ロ ケッ ト 実 験 場 開設 50 周 年 を 記 
念 し て 作ら れ た キバ 提灯 と と も に 。 
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男 革 知性 聞こ まる 漏 各 ③ 革 誠 湘 赴 上 [gt] . 商 潤 な 癌 Si 


麻 貫 帝 ・ 麻 陸 類 rr 剖 計 更 
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信 JAXA 宇 宙 飛 行 士 の メッ セー ジ は こち ら で 紹 介し て いま す 。 
http://Www.jaxa.jp/press/2012/09/20120912_ manned_activity j.html 


ン ン 二 軍 。 1992 年 、 毛 利 宇 宙 飛 行 士 は スペ ー ス シャ ト 
議 還 ル |「 エンデ バー 号 」 に 日 本 人 科学 者 と し て 初 
馬 軍 搭乗 。 写真 は ライ フサ イエ ンス 実験 中 の 様子 


国際 宇宙 ステ ーション の |「 き ば ぼう 」 
日 本 実験 棟 利用 に 先駆 け て 、 ロ シ 
ア の 居住 棟 外 部 に 取り 付け た 微小 
粒子 捕 枚 実験 及び 材料 蝶 露 実験 
装置 に よっ て 2005 年 に 回 収 き され 
た 微粒 子 が 、 新 種 の 地球 外 物 質 で 
ある こと が 判明 し まし た 。 ]AXA 
と 茨城 大 学 が 分 析 し た 結果 、 回 収 
され た 試料 の 中 で 直径 約 30 マ イ 
クロ メー トル の 微粒 子 が 、 始 原 的 
な 了 石 を 特徴 付け る コン ドル ー ル 
(%1) 様 物体 で ある ぉ も の の 、 これ ま 
で の コン ドル ー ル に は 見 られ な い 
鉱物 学 的 特徴 を もつ こと が 分 か り 
まし た 。 同 時 に 、 含 まれ る 鉱石 ( カ 
ン ラ ン 石 や 輝石 ) の 酸素 同位 体 比 
は 、 こ れ ま で に 地上 や 大 気 圏 で 得 

微小 粒子 の 飛 跡 。 


シリ カエ アロ 
ジェ ル 


られ た 意 星 間 塵 、 微 隅 石 及び ヴィ 
ルト 第 2 彗星 塵 2) に 似 て いま し 
た 。 こ の 両者 の 特徴 を 兼ね 備え た 
物質 は 発見 され て お ら ず 、 今 まで 
に 知ら れ て いる 地球 外 物 質 と は 違 
う 小 天体 起源 の 物質 と 考え を られ ま 
す 。 実 験 装置 を 設置 し て いた ロ シ 
ア の 届 住 棟 「[ ズ ベ ズ ダ ( ロ シア 語 で 
星 の 意味 )] に ちな み 、 こ の 微粒 子 
を 「 Hoshi」 と 名 付け まし た 。 


※1 太陽 系 が 誕生 し て 間 も な い ころ の 情報 を 多く 有 し 
て いる と 考え られ て いる 球状 粒子 の こと 。 多く の 隅 石 中 
に 見 られ 、 地球 の 岩石 に は 見 られ な い 特徴 的 な 粒状 構 
造 を も つ 。 ま た 、 コン ドル ー ル に よく 似 て いる が 、 彗星 塵 
に 含ま れる 大 き さ の ずっ と 小さ な 物体 を コン ドル ー ル 様 
物体 と 呼ぶ 。 

※2 NASA ス ター ダス ト 衛 星 に よっ て サン プル リタ ー ン 
され た 鹿 。 
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左 : シ リカ エア ロジ ェ ル 内 の 光学 顕微 鏡 写 真 (断面 図 ) 
右 : 捕 獲 さ れ た 「Hoshi」 の 拡大 写真 (断面 の 電子 顕微 鏡像 ) 


INFO ロ RMIATION 


田中 文科 相 、 


油井 亀 美 也 宇宙 飛行 士 が 、 国 際 宇 
宙 ス テー ショ ン (ISS) 第 44 次 ノ 第 
45 次 長期 滞在 搭乗 員 に 決定 し まし 
た 。 油井 宇宙 飛行 士 は 2009 年 2 月 
に 宇宙 飛行 士 候補 者 と し て 選抜 き 
れ 、2011 年 7 月 に ISS 搭 乗 宇宙 飛 
行 士 と し て 認定 。 米 国 海底 研究 施 
設 で の NASA 極 限 環 境 ミ ッ シ ョ ン 
運用 (NEEMO) 訓練 に 参加 する 
な ど 、TISS 搭 乗 字 宙 飛行 士 と し て 
の 資質 を 維持 向上 し て きま し た 。 
2015 年 の ISS 長 期 滞在 中 は フラ イ 
ト エ ンジ ニア と し て 、 ISS の 運用 や 
宇宙 環境 を 利用 し た 科学 実験 な ど 
を 担当 する 予定 で す 。 油 井 宇宙 飛 
行 士 は 、10 月 15 日 に 田中 眞紀子 文 
部 科学 相 を 表敬 訪問 。 田 中 文科 相 


油井 筐 mr TSS 長 期 落 在 決定 
前 原 宇宙 政策 担当 相 を 表敬 訪問 


は 、 油 井 宇宙 飛行 士 が 航空 自衛 隊 
出身 で ある こと に つい て 「 い ろ い ろ 
な 所 か ら 宇 宙 飛 行 士 が 出る の は い 
い 。 国 民 が 関心 を 持っ て くれ る 」 と 
話し 、 油 井 宇宙 飛行 士 は 「 成 果 を 
上 げ て 、 国 民 や 世界 の 期待 に 応え 
た い 」 と 抱負 を 述べ まし た 。10 月 
17 日 に は 前 原 誠司 宇宙 政策 担当 相 
を 訪れ 、「 体 に 気 を 付け て 行っ て き 
て くだ さい 」 と 激励 を 受け まし た 。 

人 @ 油 井 宇宙 飛行 士 を 
フォ ロー し よう ! 
http://twitter.com/ 
Astro_Kimiya 


離 法寺 〇 融 前 


回 に MES 


Y 
ン 内 


Na ペー 時 HL 


に KK こ 2 


L NO ロ I ユ マ 凡 日 ロコ INI 


1997 年 11 月 28 日 (日 本 時 間 ) に ロ ま 1 宇 3 年 由 肖 シレ し 観 こ 量 し 本 と 
日 米 共同 プロ ジェ クト と し て 打ち 坊 パロ 欄 3 還 の に 取 | シミ き 鱗 で 1 る 野生 
上 げ ら れ た 熱帯 降 二 観 削 衛 星 選対 また て t 関 = わ 得 久 約 ま び コタ や の 最 
「TRMM]」 は 、 二 を 正確 に 測る こ px 。 な 多 ぼ らち れ 95 上 た 次 だ り 可 グ 癌 
と に 特 化し た 最初 の 人 工 衛星 で す 。 隆 1 と ど 隷 ソ て た % タ コ 時 も ゎぁ ア 視 4 度 

EE 了 吉 タ 多 交 日 国 $ も 以 信 だ の ビル 域 委 箕 
日 本 は 隆二 レー ダ の 開発 と 宇宙 へ 十 * 中 種 肛 是 附 の 上 イ い 緊 の タ を 中 2 
の 打ち 上 げ を 担当 し まし た 。 准 多 第 家 導 す ビ ト 急 地 イ 千 部 7 
TRMM は 現在 5 上 と 提 を 続 人 上 本 な 星 験 更 " こ と の 入村 て て 馬 
り て いて 、 今 年 1 月 に は 衛星 運 用 \ 還 | に 6 セテ た ま 上 5 に 議 起 て に b 
15 周 年 を 迎え ます 。TRMM の 長 2m ニ 成 の Y 州 シ 10 経 観 万 献 域 る 容 功 s 


有明 し た 欠 林 デー タク は 、 寺 人 


亜熱帯 域 の 科学 的 研究 に 貢献 し て て 続 ] 
きた の は も ちろ ん 、 数 値 天 気 報 上 
へ の 利用 や 、TRMM 衛 早 を 中 心 We、・ す 確 A 
と し た 複数 衛星 デー タ に よる 全球 ンー 人 岳 隔 計 結 応 上 は 
降水 マ ッ プ の 開発 、 洪水 巴 千 報 へ ンー 入っ る 1 
の 利用 な ど 、 そ の 資 献 は さま ざま な 和 みよ た タ 
分 野 に 拡がっ て いま す 。11 月 12 晶 で 、 の 中 
に は 、15 周 年 記念 シン ポジ ウム が 、 検 
開催 きれ る 予 uny を 能 
定 で す 。 周 病 を 
BRD02BOHiE [こだま] に よる デー タ 中 継 概念 較 衣 
stage.ac/trm 年 
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TAXA シ ン ポ ジウ ム 2012 
本 im 福岡 札幌 開催 


補 口 副 理 事 長 が 


タデ アテ デビ エース クー ヽ 鹿 晶 月 の 、 - 選 出 
国際 宇宙 航行 連盟 会 長 に 選 
り て 事 発 氏 え を 地 る な 世 る 空 た 司 改 史 F 行 10 
2 長 事 こ る 域 世 ど 界 べ 分 " 副 選 & 選 わ 月 
す 人 ご 業 旧 {か 界 2 の 〈 野 1 理 が 呈 さ れ 5 
" 目 に 団 宇 A6 最 2 宇 1 の 人 A 事 行 生 日 た 日 
と 続 副 宙 F の 0 笛 9 研 長 わ 5g 国 . 
な い 理 開 の 会 級 を 機 5 究 は が れ ご ぼ 際 1 
歴 長 の 超 関 1 発 避 会 総 宇多 
史 選 学 え 年 展 北 長 ] 会 選 調 リ 
の 吊 会 る 企 に を 和 に A に と 航 Z ア 
中 は で 機 業 設 世 且 選 X て ら 2 行 の 
で いす 関 * 登 界 的 出 A 同 8 連 ナ 上 : 約 540 名 の 出席 者 で 会 場 は ほぼ 満 
五 60 * が 人 研 誤 規 の さき の 連 g 明 ボ 席 に な っ た 福岡 会 場 。 下 : こ ちら も 参加 者 
代 す る 表 衣 れ 電 半 四 呈 で 約 580 名 に の ぼる 大 盛況 の 札幌 会 場 。 
= ら 5 2 宇 二 し ピコ ロロ レニ リー ーー 
文 超 ア す 関 だ 航 し 清 長 S A で 展示 され た 宇宙 服 は 子供 た ち に 大 人 気 
JAXAs 
宇 笛 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.()4/ 
左 か ら 中 川 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 、 気象 
発行 企画 借 JAXA (宇宙 航空 研究 開発 機構) 庁 ・ 佐 藤 氏 、 漁業 情報 サー ビス セン ター・ 
編集 制作 借財 団 法 人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 狗 石 氏 
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副 委 員 長 寺田 弘 慈 
委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 
顧問 山根 一 眞 


古川 宇宙 飛行 士 (中 央 ) と 司会 を 務め た 
1 温 す コン ビ の パッ クン マッ クン 


9 月 19 日 に 福岡 市 、21 日 に 札幌 市 
で 、TAXA シ ン ポ ジウ ム 2012 [ 宙 
(そら ) か ら 視 ( み ) る 、 宙 (そら ) を 
つか う 」 が 開催 され まし た 。 第 1 部 
で は 、 第 一 期 水 循環 観測 衛星 [し 
ずく | の ミッ ショ ン や 最新 動向 が 紹 
介 き れ 、「 し ずく 」 の 中 川 敬三 プロ 
ジェ クト マネ ー ジ ャ と 、 | しずく] 観測 
デー タ の ユー ザー で ある 気象 庁 予 
報 部 ・ 佐 藤 芳昭 氏 、 漁 業 情報 サー 
ビス セン ター・ 為 石 日 出生 氏 が トー 
クセ ッ シ ョ ン を 行い まし た 。 佐藤 氏 か 
ら は 、「 し ずく ] 搭載 の マイ クロ 波 放 
射 計 に より 雲 を 透かし て 雨 分 布 が 
観測 で きる の で 、 予報 精度 の 向上 
に つなが る こと が 紹介 きれ まし た 。 ま 
た 、 為 石 氏 は 漁業 へ の 活用 と し て 、 
「 し ずく 」 の 水温 デー タ を も と に 人魚 場 
の 特定 が で きる こと を 挙げ まし た 。 第 
2 部 で は 古川 聡 宇宙 飛行 士 が 登 
場 し 、 星 出 彰彦 宇宙 飛行 士 の 長 
期 滞在 ミッ ショ ン や 自身 の 長期 滞在 
中 の 医学 実験 な ど に つい て 紹介 。 
| いろ いろ な こと に 興味 を 持ち 、 夢 に 
向かっ て 一 歩 努 力 を すれ ば 、 た い 
が い の 夢 は か な う 」 と 来場 者 に エー 
ル を お くり まし た 。 


ピ L ロ ら - リ ご 


「 こ う の と り ]3 号 機 の 隠れ た 目玉 ミッ ショ ン 
再 突入 デー タ 収 集 装置 「i-Ball」 


"目玉" の 別名 を 持つ 直径 40cm の 球体 が 、 今 まさ に ミッ シ 
ョ ン を 終え よう と し て いる 「 こ う の と り ] 3 号機 の 貴重 な 画像 
を 届け て くれ まし た 。「i-Ball] は 、 大 気 園 の 再 突入 時 に カメ 
ラ や GPS 受信 機 、 加 速度 計 な ど で 取 得 さ れ た デー タ を 、 ヒ 
ー ト シー ルド と パラ シュ ー ト で 着 水 さ せ 、 フ ロー テー ショ ン 
バッ グ で 海上 に 浮か せ て 、 衛 星 電話 の デー タ 通 信 機能 を 使い 
日 本 に 伝送 する と いう 日 本 初 の 試み で す 。 

「2010 年 6 月 の 「 は や ぶさ 」 の 再 突入 の 映像 を 見 て 、 あ の 
カプ セル に カメ ラ が 付い て いれ ば 、 貴 重 な デ ー タ が 取れ る の 
で は 、 と いう アイ デア が 出さ れ 、 社 内 検討 が 始ま り ま し た ] 
(株 式 会 社 IHI エ アロ スペ ー ス ・ 宇 宙 技 術 部 宇宙 機 シ ステ ム 室 
主幹 ・ 艇 村 文 隆 さん ) 

[FBall] は 他 の 補給 物資 と と も に 「 こ う の と り ] の 与 圧 室 
に 搭載 され ます 。 そこ に は 当然 、 宇 宙 飛 行 士 も 出入 り し ます 。 
一 方 、 ヒ 一 トシ ー ル ド や パラ シュ ー ト の 分 離 機構 は 、 火 薬 や 
ガス を 使う た め 、 あ る 意味 で 危険 物 。「 は や ぶさ 」 カプ セル 
や 宇宙 実験 機器 を 手がけ て きた 同社 の ノウ ハウ が 生か され て 
安全 審査 も クリ ア 、 無事 「 こ う の と り ] 3 号機 へ の 搭乗 チケ ッ 
ト が 入手 で きま し た 。 

ISS か ら 分 離 直前 、 星 出 宇宙 飛行 士 の 手 で スイ ッ チ が 入れ 
られ た 「:Ball」 は 、 再 突入 時 の G で 目覚 め 、 機 体 破壊 中 の 機 
内 の 様子 を USB カ メラ で 撮影 し まし た 。 破壊 後 は 機 外 に 放 
り 出さ れ 、 後 方 カメ ラ で 白熱 する 機体 の 一 部 を 捉え まし た 。 
そし て これ ら の 画像 を 含む 総計 約 1.Z7MB の デー タ を 、 南 太 
平 洋 上 か ら 北 海道 ・ 大 樹 町 で 待 
機 し て いた チー ム に 宛て て 、3 サ 
イク ル に わた っ て 送信 し 、 そ の 
後 通信 は 途絶 えた と いい ます 。 

より 安全 で より 精度 の 高い 再 
突入 制御 は 、 ス ペー ス デ ブリ の 
削減 や 往 呈 機 ・ 有 人 機 の 運用 に 
不可 欠 の 技術 と な り ま す 。 
「i-Ball] の デー タ 取 得 の 成功 は 、 
今後 の 技術 開発 に 向け た 意義 あ 


』 


本 ーー で 志 
md 


る 一 歩 と な り ま し た 。 
「iBall」 開発 に 携わっ た 杉村 上 : 与 圧 部 内 カメ ラ で 撮影 し た 
さん が 持っ て いる の は 原寸 模 船内 ハッ チ 付 近 の 様子 (高度 
型 。 表 面 が オレ ンジ 色 の フィ ル 約 80km 付 近 ) 
ム で 覆 わ れ て いる の は 、 ヒー ト 中 央 ・ 下 : カ プ セ ル 後 方 カメ ラ で CR 
シー ルド 素材 の 粉末 が 「 こ う 撮影 し た 「 こ う の と り 」 の 一 部 。 ,^~「JAXA'S」 配送 サー ビス を ご 利用 くだ さい 。 - ゝ 、 
の と り ] 内 に 飛散 する の を 避け (高度 約 70km 地 点 ) i ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA's を 
る た め 画像 :JAXAIHI エ アロ ス  , 配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要 す 1 
ペー ス [る 実費 を ご 負担 いた だ く 〈 こ と に な り ま す 。 詳 し は 下 ! 
「 記 ウ ェ ブ サイ ト を ご 覧 くだ きい 。 1 
1 ht D//Wwww.jaxaSs.jp/ i 
人 @ お 問い 合わ せ 先 L 
, 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 . 調 査 事業 部 
i 「JAXA'S」 配送 サー ビス 窓口 
1 TEL:03-6206-4902 」 
光 へ 区 み 、 洗 寅 を 導く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 3 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 
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